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第２０３３回 例 会 平成 25年 12月 10日 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
点     鐘 … 宮内  博 会長 

ロータリーソング … 我 等 の 生 業 

来訪ロータリアン紹介 

… 親睦活動･家族委員会 

会 長 挨 拶 … 宮内  博 会長 

御 祝 披 露 … 宮内  博 会長 

誕 生 祝 … なし 

結婚記念日 … なし 

入会記念日 … 長谷川 弘 会員(12月 9日) 

 

幹 事 報 告 … 釜谷 藤男 幹事 

 

 

 

 銚子マリーナの夕焼け 提供：石井 哲也 会員（1）

 

 

 

ニコニコＢＯＸ … 親睦活動･家族委員会 

 

年次総会 
四大奉仕委員長中間報告 
 

出 席 報 告 … 出席･プログラム委員会 

 

来週のプログラム（平成 25年 12月 17日） 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
卓  話 

「未定」 日色 茂夫 会員 

 

第 6回定例理事役員会（例会終了後） 

 

お食事「ミヤタ」 
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第2031回例会(平成25年11月26日) 

会長挨拶                宮内 博 

こんにちは。月日の経つのは早いもので、もう師走と

なりました。今月は家族月間です。関連行事として12/24

に年末家族親睦会があります。今年最後の親睦会ですの

で沢山の参加をお願いします。また、来週は年次総会が

ございます。皆様の更なるご協力お願いします。 

本日はロータリーの創始者の生い立ちをお話します。 

ポール・パーシー・ハリスは1868年(明治元年)4月19

日米国ウィスコンシン州ミシガン湖の南西岸の町ラシー

ンで生まれました。父親はジョージ・ハリスでニューイ

ングランド北部のバーモント州ウォーリング・フォード

に住んでいるハワード・ハリスの息子でラシーンにて雑

貨店を経営していました。母親はコーネリア・ブライア

ンでラシーンの副市長へンリー・ブライアンの娘で、良

家の娘でしたが浪費癖があったといわれています。  

父は祖父から店と住宅を建ててもらって雑貨店を経営

しておりましたが次第に赤字経営となり遂に 1871 年ポ

ール・ハリスが3才のとき母と小さい妹の2人をラシー

ンに残して父と兄セシルとポールと 3 人はウォーリン

グ・フォードの祖父母のところに引っ越しました。 

そして父は近くで再び商売を営むことにし、祖父がそ

の経営の面倒をみることになり、ポールと兄セシルはこ

のバーモンドの山あり谷あり農場ありという静かな自然

の中で規律正しく、そして優しい祖父母の許で楽しく生

活することになりました。 

ポール・ハリスは10数年この町に住み、学校も高校の

課程を終え大学へと進学していましたが昔ながらの教育

課程には殆んど興味を持ちませんでした。プリンストン

大学在学中に祖父が亡くなり、その後祖母を一層深く慕

うようになりました。そしてポールは法律を学ぶために

アイオワ大学に入学することになりましたがアイオワへ

行く途中シカゴに立寄り、1 週間ばかり過しましたがポ

ールはこの無秩序で騒々しいシカゴに魅了されて、将来

ここに来ようと心に誓いました。 

そして卒業式でのアイオワ大学ＯＢで弁護士の講演に

感銘したポールは、忠告に従い卒業すると定職につかな

いで5 年間世界を見聞しようと決意しました。5 年間の

放浪で米国とヨーロッパ各地を幅広く旅行しました。そ

して生計を立てるため、ポールは新聞記者､専門学校の教

師、果樹園作業員、カウボーイ、事務員、セールスマン、

英国行家畜船の甲板員など、さまざまな仕事をしました。 

ポールは1896年に放浪を終え、シカゴに定住し、弁護

士を開業しました。当時のシカゴは世紀の変わり目で産

業が隆盛で労働争議の絶えまない嵐が吹き荒れるところ

でした。人口も急増し無秩序に拡張された大都会の生活

はスピードが速く誰もが孤独でした。 

ポールはこの疎外感を克服しようとして、3 人の知人

を誘い、これまで温めてきた考えを話し合いました。こ

れがロータリークラブの始まりとなりました。ポールの

この生い立ちが人格を強固なものし、弁護士としてロー

タリーの創設へと活かされていったのだと思います。 

幹事報告 

１・ガバナー事務所より 

ローターアクトクラブの情報更新のお願い   受領 

２・ロータリーの友事務所より 

 2012-13年度「Ｒの友事務所」事業報告の件  受領 

３・銚子市交通安全都市推進協議会より 

 平成25年冬の交通安全運動実施要項の送付について 

       受領 

４・千葉県共同募金会より 

 平成25年度(第63回)「ＮＨＫ歳末たすけあい」への

ご協力のお願い               受領 

5・例会変更のお知らせ 

 佐原香取ＲＣより 

  12／16(月) 点鐘19：00「ロテスリー吉庭」 

クリスマス家族会の為 

  12／23(月)・12／30(月) 定款第6条第1節(C)によ

り休会                  受領 

小見川ＲＣより 

  12／18(水) 点鐘18：30「割烹旅館 丸山」 

忘年家族会の為 

  12／25(水) 定款第6条第1節(C)により休会 受領 

銚子ＲＣより 

  12／18(水) 点鐘18：00「太陽の里」 

クリスマス家族親睦会の為 

  12／25(水)・Ｈ26年1／1(水) 定款第6条第1節に

より休会                 受領 

☆週報受領  銚子ＲＣ 

卓 話 

「私の目指す警察署長像」 

銚子警察署 署長 鈴木 英夫 氏 

はじめに 

 私の警察人生の中

で何人もの署長の元

に仕事をしてきまし

た。いい署長、悪い

署長、普通の署長と

いろいろタイプはあ

りましたが、ほとん

どの署長について、「こんな事があった」、「こんな事を

言われた」、「こんな顔してた」と記憶に思い浮かんでく

るものであります。また、時々の署長から学んだことを、

これまで私も実践し業務を推進して来たのであります。 

 今まで経験してきたそれぞれの署で一緒に勤務してい

た同僚たちと酒を飲むと「あのときの署長は…」と話し

に花が咲くものであります。署長とは、それほど存在感

があり、我々警察官に取っては非常に影響力がある立場

であると言うことを再認識するばかりです。 

 その立場になろうとする自分はどんな署長になるか、

理想の署長はどうあるべきか整理して、理想の署長に近

づく努力をしていかなければと思う。 

１ 組織の管理者として 

(1)意志統一 ～情報の共有化～ 
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署では、各課それぞれの業務が推進されているが、署

長の方針や署全体の運営状況を各課長が把握していなけ

れば、アンバランスな組織運営となる。 

これを打開するためには、各課、部門の枠を超えた総

合力の発揮が求められるが、署の行事及び各課の運営状

況について、課長から署長への報告にとどまらず、署長

の指示、伝達事項等を各幹部が共通認識を図れるよう、

幹部会議を開催すること。特に、当直時間帯に扱った事

件・事故の処理結果、専務係への引き継ぎ及び今後の方

針を幹部が情報を共有し、意思統一を図ることが署の業

務を円滑に進める重要な基盤となる。 

(2)管理能力の発揮 

ア 業務管理 

目標なくして、仕事の前進はない。業務全般を指揮統

括する署長として、本部の方針や管内の犯罪情勢を勘案

し、重点事項を示すなど、挙署一体となって取り組む。

特に各課の年間業務管理を四半期ごとに報告、検証し必

要な是正措置を支持する等、数字にこだわりを持ち目標

達成に向けた強いリーダーシップを発揮していかなけれ

ばならない。 

イ 人事管理 

組織を効率的かつ有機的に運用するためには、人事管

理が極めて重要であり幹部はもとより、署員一人ひとり

の能力等について把握するとともに、公平な評価を行う。

その中で、信賞必罰は部下処遇の基本である。やる気が

あり顕著な実績を挙げている者とダラダラ勤務で実績低

調者が処遇面で同じであれば、署の士気の低下は必至で

ある。よって、給与面での個別処遇や褒めるべきは褒め、

叱るときは叱るなどハッキリとケジメをつけることが大

切である。特に検挙功労者に対しては、期を失せず賞揚

する。 

ウ 健康管理 

署員が健康面に不安がなくてこそ、日々の警察業務に

積極的に打ち込むことが出来るものであり、健康面に不

安がある者は思考や行動面にも悪影響を及ぼす。 

したがって、定期健康診断等の完全受診・二次検査に

関しても受診結果確認を徹底するほか、署員を始め署員

家族の健康問題にも十分な配慮をする、また、夏休取得

などメリハリは必要不可欠であり、心身共にリフレッシ

ュさせるため、幹部自ら積極的に休暇を取得するなど、

休暇の取りやすい職場環境に努める。 

エ 会計管理 

会計事務は、警察行政の運営を支えている重要な事務

であり、日々、迅速、円滑かつ適正に行われなければな

らない。不適正経理の絶無を期すために、厳正な服務規

律の保持と適正な予算執行を確立させることが署長の責

務であることを認識し、会計経理の実態を常時把握する

とともに、説明責任をしっかり果たしていかなければな

らない。 

オ 危機管理 

「大きく構えて小さくまとまる」等危機管理について

は、組織の長に必須条件として取り上げられているが、

自然災害を始め、重大な事件事故、非違事案等、多種多

様な事象を念頭に、直ちに陣頭指揮がとれるよう、自ら

の所在を明らかにしておくことはもちろんのこと、発生

時における本部への報告・連絡、署員の招集と任務付与、

装備資機材の活用等事前に考えられることは全て準備し

ておくことが必要である。特に非違事案対応は、署長指

揮の下、最小限のスタッフで対応し、保秘の徹底に努め

る。 

(3)非違事案の絶無に向けた諸対策の推進 

ア 若手の育成 

警察活動を支える人的基盤の強化を図るためには、精

強な第一線警察構築に向けて、若手警察官の育成が急務

である。その特性を理解し、レベルに応じた実践塾等を

計画的に実施する等、若手警察官の執行力の強化に努め

ていく。 

イ 中・高年者に対する意識付け 

大量退職時代を控え、知識、経験とも豊富なベテラン

職員による積極的な職務執行並びに若手職員に対する指

導育成は、将来の県警察の運営を左右する重大な課題で

ある。いかに勤務意欲の低下や不適正事案を起こさせな

いようにするためには、個々面接等で退職後の将来ビジ

ョンを確認、目標を持たせるなど、組織の中核となる中

高年者の自覚を促し、意識付けを図る。 

ウ 職務倫理教養などの効果的な実施 

非違事案についは、個々の職員の職務倫理の欠如によ

るところが大きい。機会あるごとに「非違事案の事例を

題材とした幹部による職員の心に響く教養」や「最後の

一歩を踏みとどませる教養」、「家族を交えての職務教養

の醸成」といった情熱と愛情を持った身上把握・指導で

幹部が職員を不幸にさせないという気概を持った教養を

実施する。 

２ 現場の責任者として 

(1)管内実態の把握 

管内の実態把握なくして、署の運営方針、戦略戦術の

確立、突発事故に際しての現場指揮を的確にとることは

出来ない。 

そのためには、管内の歴史の推移、名所、旧跡を始め

とし、幹線道路、歓楽街、重要施設、取締り対象等の実

態を自身の目でしっかりと確認することはもちろんであ

るが、警察事象の集中する夜間帯や管内の特性によって

は、深夜帯における実査を十分に行う必要がある。 

(2)市民の目線に立った業務運営（目に見える成果を挙げ

る。） 

管内住民が警察に求めているものは何か、事件事故の

発生状況のほか、管内住民の体感事案に直結する事件や

困り事等、具体的な地域住民の要望を把握し、その要望

意見を汲み取った業務運営を仕事の基礎に据えることが

大切である。 

また、我々の仕事は結果で評価される。努力の成果を

言い訳に使うことはできない。示された年間の数値目標

は、必ず達成するとの強い決意を幹部に植え付け、また

職員等に示し、目標達成に最大限の努力を払う必要があ

る。 

(3)高齢者対策等、先を見据えた各種関係機関との連携 
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本県の65 歳以上の高齢者人口は、概ね5人に 1人で

あるが、団塊の世代が高齢期を迎える平成 27 年には約

160万人、県民4人に1人となるなど、急激な高齢化が

見込まれる。社会情勢の変化の中で管内での高齢者の人

口に照らした必要な対策を自治体、関係団体及び警察が

協議会を設立するなど、積極的に推進していく。 

3 人間的魅力 ～自己管理～ 

(1)聴く耳を持つこと 

署長は、絶対君主ではない。多種多様な業務の中で、

自らの得手不得手があるのは明らかである。業務の推進

に当たって、部下や関係者の意見に良く耳を傾ける姿勢

と、署長は話をよく聞いてくれるという雰囲気を作るこ

と。また、自らの誤りを指摘、助言してくれる部下を大

切に育成する。 

銚子東ロータリー・クラブ 銚子市三軒町19番地の4 銚子商工会館内 TEL0479(23)0750 FAX0479(25)8789 
メール c-higashirc@tcs-net.ne.jp  URL http://www.tcs-net.ne.jp/~rc 
例会日時及会場 毎週火曜日  12時30分点鐘  銚子商工会館5階大会議室 

  会長 宮内  博  副会長 石井 哲也  幹事 釜谷 藤男 
 Ｒ．Ｉ 第2790地区 クラブ広報・会報委員会 宮内 勝利・佐野 幸雄・宮内 宗一・杉浦  武 
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(2)品格を重んじ行動で示す 

署長は署の顔であり、部外者は、署長の立ち振る舞い

でその組織のレベルを判断する。品格は、傲慢とは全く

別であり、署長にふさわしい身なり、言葉使い、態度、

動作を身に付けなくてはならない。 

(3)率先垂範 

現場は常に「常在戦場」である。特に、重大事件・事

故の発生に際しては、迅速な事件判断、署員の運用等現

場指揮を行うことが、署長の債務である。 

目標を達成するためには、不退転の決意を持って署長

が仕事に取り組まなければ、挙署体制での仕事はできな

い。署長の姿勢は、常に部下から注目されていることを

忘れてはならない。 

おわりに 

 常に市民と共に警察を念頭に置きつつ、市民の負託に

応えるには、第一線の警察署長が負うべきところが大き

いとの自覚を持ち、自信に満ちた現場指揮が行えるよう、

さらなる研鑽に努めていく所存である。 

―――ニコニコ――― 

川津光雄君 

 12 月 1日銚子商工会議所ゴルフ大会で、大量のハ

ンディに恵まれ準優勝することができました。こ

れも宮内会長、黒田会員ほか多くの方々のご指導

と感謝いたします。 

 今後も宮内会長ほか多くの方々のご指導をいただ

きながら、ゴルフを楽しんでいきたいと思います。

ありがとうございました。 

 

会員の皆様へ 

フィリピン台風災害義援金及び 12／8開催 

ＢｅＣＯＭ英語・スピーチ大会の協賛にご 

協力頂きありがとうございました。 

＊義援金は 11／28 ガバナー事務所に振込みま 

した。 

＊ＢｅＣＯＭ協賛金は 12／3例会にて贈呈 

 

 

 

12 月のロータリーレート 

1＄＝１００円 

 

 

  前 回 の 例 会 （１２／３） 報 告 

 

点   鐘  宮内 博 会長 

 

出席報告 

会員総数 ４２ 名  出席規定除外数 ８ 名 

出席者   ２６ 名  出席率     ７１．８０ ％ 

１１月１９日       確定出席率  ７９．４９ ％ 

 

来訪ロータリアン   

岡根清君 杉山俊明君           (銚子ＲＣ) 

 

欠席者  １１名 

 
メークアップ   

狩野君          （12/3 千葉科学大学ＲＡＣ） 

澤田君                 （12/4 銚子ＲＣ） 

 

スモールコインBOX      小 計 ￥  ２，４１０－ 

累 計 ￥ ４９，２８５－ 

ニコニコBOX          小 計 ￥ １４，０００- 

累 計 ￥２６１，７００－ 
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